
－ 14 － 

順位 氏名（議席） 発 言 の 要 旨 答 弁 者 

６ 笠井  浩（１９） １．「はじめに」から 

(1) 「私自らがトップセールスを重ね、積極的に企業誘致を

進める」とあるが、３年間のトップセールスによる企業誘

致の実績と来年度の目標を伺う。 

(2) 「この３年間でまいた種が着実に成長し、実を付け、収

穫の時期を迎えようとしております。」とあるが、どのよう

な種をまき、どのような果実がいつ収穫できるのか伺う。

２．「新年度の市政運営に向けて」から 

 (1) 第１、「安全で快適なまちづくりプロジェクト」 

  ① 「新富士駅や富士駅の周辺再整備を進める」とあるが、

富士駅周辺特に北口付近の再整備には地権者の協力が不

可欠だと思うが現状はいかがか。 

  ② 「公共交通機関の更なる充実を図る」とあるが、平成

29年度当初予算には意気込みが感じられない。高齢化社

会にとっても若者が住みたくなるまちをつくるに当たっ

ても、公共交通政策は重要だと考えるがお考えを伺う。

 (2) 第２、「次代を担うひとづくりプロジェクト」 

   「若い世代の人口確保に向け、これまでの取組に加え、

本市の立地利便性や移住支援策をＰＲするターゲットを絞

り積極的に働きかける」とあるが、ターゲットを絞る対象

は何か伺う。 

３．「施策の大要」から 

 (1) 第１、『安全で暮らしやすいまち』 

   「不法侵入者などから利用者の安全を確保するため、公

立幼稚園・保育園や福祉キャンパスなどの福祉施設等に、

防犯カメラや警備システムの設置を進めてまいります。」と

あるが、防犯カメラの設置に関してはプライバシーに触れ

る部分もあり、条例等による防犯カメラの設置に関するル

ールづくりが必要と考えるがいかがか。 

 (2) 第３、『産業が交流するにぎわいのまち』 

   「更なる企業誘致・留置を図るため、引き続き新たな工

業用地の候補地選定に向けた取組を進める」とあるが、場

所や時期等、具体策を伺う。 

(3) 第７、『市民と創る新たなまち』 

   「『まちづくり協力員』を平成30年３月から各地区まちづ

くりセンターに配置してまいります。」とあるが、具体的に

伺う。 

市    長



－ 15 － 

順位 氏名（議席） 発 言 の 要 旨 答 弁 者 

７ 小沢 映子（２０） １．「施策の大要」から 

(1) 第２『健やかで安心して暮らせるまち』について 

 ① 「『子育て世代包括支援センター』の設置に向けた準備

を進めてまいります。」とあるが、どのような人的体制で、

どのような機能を担わせるのか。 

 ② 「社会的養護の重要性が高まる中、里親制度を広く周

知するため、市民協働事業提案制度を活用し、新たに全

小学校区において啓発活動を進めてまいります。」とある

が、どのような内容で、どのように啓発するのか。 

 ③ 「認知症の初期対応や支援を包括的・集中的に行うた

め、医師を含め複数の専門職で構成する『認知症初期集

中支援チーム』を新たに設置してまいります。」とあるが

支援チームの人的体制、派遣状況をどう想定しているの

か。 

(2) 第５『魅力ある教育を実現するまち』について 

  「新たに小学校３校、中学校２校をコミュニティ・スク

ールに指定し、学校と地域、保護者等が一体となって学校

運営の改善及び児童・生徒の健全育成に取り組む」とある

が、地域住民や保護者等に対しても、取り組みの必要性や

成果を広く周知するなど、学校への理解と参画を促す環境

づくりができているのか。 

(3) 第７『市民と創る新たなまち』について 

 ① 男女共同参画については、「女性の活躍推進を図るセミ

ナーを開催するとともに、小中学校と連携し次代を担う

若い世代への啓発を強化してまいります。」また、ＬＧＢ

Ｔについては、「多様性が理解され尊重されるよう、講演

会やセミナーを開催してまいります。」とあるが、どのよ

うな人を対象にして、どのような実効性のある工夫をし

ているのか。 

 ② 多文化共生については、「外国人市民への日本語指導

や、誰にでもわかりやすい『やさしい日本語』の普及な

どにおいて、外国人市民と協働することにより、多文化

共生意識の向上に努めてまいります。」とあるが、多文化

共生の推進状況について伺う。 

市    長


